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解答例

2πr ・ H。= 1-1 = 0より, H。= 0

イ

2πr ・ H.= 1-{[π(r'- bり}/[π(C'ーが)]}1 = 1[1-(戸一 bり/(〆ーが)]

= 1(〆-rり/(〆- bりょり,

H,= q/27τr)(C'一仔)/(〆- bり

ウ

2πr ・ H2 = 1より, H2 = 1/2πr

コニ

(2)

ア

2πr'処=(πr'/πず)1 =(rv〆)はり, H3 = q/2πr)(rVαり= h/(2παり

4π,'・ε。E。=々より, E。= U/(4πε。rり

VO =-j'[々/(4πε。rり]dr =ー[ー々/(4πε。r)ル= q/4πε。r

イ

4πr2 ・εIEI = q ・ r3/α3より, EI = qr/(4πε1α3)

Ⅵ=-j番[々/(4π.。戸)]カー jl[Qが(4π..ず)]山=ー[ー々/(4π'。"]禽一[Q戸/(8π.."りn
=々/(4πε。α)+ 0(α'- rり/(8πε,α3)

=[q/(4πε。α)][1 +(ε。/ε,)(ず一 r'y(2〆)]
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解答例

抵抗 R3 および R4 には電流は流れないのでβ三βL=聖塑=聖
RI+R2 150 3

イ

S1 を開く前のコイルに流れている電流 i は i

t

ウ V。
R3 10000 200=^3-E=^=^ V

二1二

R2+R3

R。

オ

R2R3

R2+R3

テフナンの定理より
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ブリッジの平衡条件Z.Z5=Z2Z3より, Z4には電流は流れないので
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解答例

回路に流れる電流1を用いて ,

1・ 1kΩ+ 0.7 V = 3 V

これより
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a)

ア. t < 0においてχ(t)= 0なので,.> tにおいてχ(t 一τ)= 0となる。・一方,τく 0にお

いて h(カ=0であるので,χ(t一力h(力が非ゼロとなる.の範囲は0<.<1となる

(OS.stでも可)。

イ.0<.<1においてχ(1-力h(カ=0-'となるので,これを式(4.Dに代入して積分を

実行すると,以下のようになる

解答例

y(0 = 1 e、Y.=[-e-']{ニ= -e

y(0 = 1te-'dT = 1 t(ーーeーヲ dT =[一τe-]に+ 1e-dT =-1e-'十[-e-']{ニ= 1 - a + t)e-'

ウ.0<.くtにおいてχ(1-力h(カ=1e→となるので,これを式(4.Dに代入して積分を

実行すると,以下のようになる(部分積分を用いる)。

(2 )

ア 式(4.3)を用いると,以下のようになる 0

0

イ.{y,_1}鍵_閃を Z変換し, m = n-1と変数変換すると,以下のようにγ(Z)を含ん

だ表示式が得られる

ウ.差分方程式(4.4)の両辺をZ変換し,γ(力について代数的に解くと,以下のよ

うになる。

3γ(Z)- Z-1γ(Z)=^
1 - Z-1

γ化)を部分分数分解すると,以下の

2

こゴニ

0

ただし

3a - Z-1)a - Z-】/3)

係数A,Bは以下のように求まる,

γ(Z)

したがって,γ(Z)は以下のように表せる。

γ(Z)=^
1 - Z-1

このγ(Z)を逆Z変換すると,以下のとお

ぐつ γ(Z)

ように

3a - Z-1)a - Z-1/3)

なる
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U)

解答例

ア.容器2内の気体の物質量をχ[moUとすると,

ら,気体定数をRとして

これよりπ一χ= 0.75χだから

なるので,一倍。

,

ウ.Ω[J]の熱量を与えられたときの上昇温度を△7とすると 2P。V =!ηR(フ。十△T)

(η一χ)RT。

1.21 V

容器2に含まれる気体の物質量は1π[m0Πだから, q =1π・CV・1T。=三πC T [J]

V
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XR(1.5T。)

2つの容器の圧力が等しいか

[mou

2V

CH30H+ 1.502→ C02+2H20

ー(-166)+(-394)+2(-237)=-702 kJ m01-1=-フ.02× 105 J m01-,

-フ.02×105

6X四.65×104)

ある態になったときの圧力をPとすると

①よこお

となる

一方,封入直後

問アよ
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